
令和７年度 府中市立保育所自己評価チェックシート実施結果 

府中市立北保育所                                                          【参考】公立保育所平均値 

自己評価項目 はい いいえ 特記事項  はい いいえ 

1 人権尊重 99.2% 0.8% 

子ども一人ひとりの心と身体の成長に寄り添った関わりを心掛けて

いる。会議では、一人ひとりの育ちに合わせて配慮できるよう職員間

で話し合い、子どもへの丁寧な言葉掛けを意識している。 

 99.9% 0.1% 

2 説明責任 100% 0% 

重要事項説明書に沿って保育所の理念や基本方針について新入児の

保護者に説明している。保護者の疑問点や意見に対しては、わかりや

すく具体的に伝えることを心掛けている。 

 99.7% 0.3% 

3 情報保護 100% 0% 

情報セキュリティについては、職場内で研修を行うとともに、マニュ

アルに沿って正しく管理し、個人情報の取扱いや情報の漏洩がないよ

う徹底している。また、日々の会話等も重要な情報になることを意識

し、細心の注意を払っている。 

 99.8% 0.2% 

4 苦情解決 100% 0% 

保護者からの意見については、真摯に受け止め、状況を確認した上で

謝罪し、丁寧な説明を心掛けている。解決策については、職場全体で

共有し、意見交換を行った上で再発防止に努めている。 

 99.8% 0.2% 

5 保育内容 98.4% 1.6% 

季節に合った制作や歌を多く歌うなど、子どもの姿に合わせて保育を

行っている。毎月の指導計画を作成する中で、子どもの主体的な取組

ができるよう職員間で意見交換をしながら、保育環境の整備について

その都度職員間で課題を共有し、様々な方法を試している。 

 99.3% 0.7% 

6 小学校との連携 100% 0% 

年長組が小学校を訪問することや、小学校から児童が町探検等で来所

することを通じて交流している。幼保小連携の大切さを学び、遊びか

ら自覚的な学習へ移行していけるよう取り組んでいる。 

 98.6% 1.4% 

7 健康支援 100% 0% 

健康診断や歯科健診の結果は、ICT アプリで保護者に配信しているほ

か、感染症発生時は集団感染を予防するため、保護者に情報を配信し

ている。また、看護師とクラス担当が連携を取り、定期的に保健指導

を行うことで、怪我予防に努めている。 

 99.2% 0.8% 

8 食育の推進 100% 0% 

食育活動や野菜を育てる経験を通じて、「食」への関心を持てるよう

努めている。また、栄養士や給食室の職員も積極的に保育に関わり、

日頃のコミュニケーションを通じて把握した子どもたちの思いを献

立や食育活動の計画に取り入れている。 

 99.8% 0.2% 

9 環境・衛生管理並びに安全管理 100% 0% 

保育環境について、リスクプロジェクトや会議の中でも定期的に話し

合い、事故を未然に防ぎ、職員の危機管理意識を維持できるよう取り

組んでいる。衛生面についても、チェック表等を活用しながら、日々

の管理を徹底している。また、安全チェックリストを活用し、毎月、

危険箇所の点検を行っている。 

 99.9% 0.1% 



自己評価項目 はい いいえ 特記事項  はい いいえ 

10 災害への備え 100% 0% 

いざという時に備えて、月１回の避難訓練や総合防災訓練など、保護

者や子どもたちにも意識してもらえるよう、防災グッズや避難場所を

掲示し、訓練への参加を促している。 

 99.7% 0.3% 

11 子育て支援（保護者への支援） 100% 0% 

懇談会や面談、参観等を通じて、子どもの様子等を伝えている。保護

者の思いに寄り添うことを大切にし、日頃から悩みや相談等を話しや

すい関係づくりに努めている。 

 99.1% 0.9% 

12 子育て支援（地域等への支援） 100% 0% 

保育所見学など、地域や家庭にいる親子と接する機会において、保護

者のニーズ等を把握している。必要に応じて、地域子育て支援の施設

等を案内している。また、園庭開放等を通じて、地域の家庭とつなが

りを持てるよう心掛けている。 

 98.3% 1.7% 

13 要保護児童への対応 100% 0% 
子どもの変化を見逃さないよう、日々丁寧に関わることを心掛けてい

る。関係機関と連携を図り、適切な対応が取れるよう努めている。 
 99.8% 0.2% 

14 

特色ある教育と保育 

（特別な支援を要する子どもへの対

応） 

100% 0% 

保護者や関係機関との連携を密に図りながら、個々の支援方法を保育

所全体で共有している。また、必要に応じて、専門機関に助言をもら

い、子どもにとってより良い環境を整えられるようにしている。 

 99.9% 0.1% 

15 地域の実態に対応した保育事業 100% 0% 

中学生の職場体験を受け入れ、実際の仕事を通じて、子どもの成長を

支えるやりがいを感じてもらうとともに、子どもたちとの交流を楽し

んでもらえるようにしている。 

 97.6% 2.4% 

16 研修 98.4% 1.6% 

年間を通して、全職員が研修に参加し、学んだことを職場でフィード

バックしている。職場内研修においては、テーマを決め、それぞれの

保育観を伝え合う中で、自身の保育を見つめ直す機会としている。 

 98.8% 1.2% 

 

自己評価チェックシートを実施しての振り返り 

・北保育所では、安全点検を実施していましたが、夕方保育時の環境設定や子どもへの安全意識の伝え方に課題が生じており、職員間で検討の上、改善を試みま

した。子どもの遊びの興味に合わせて、コーナー配置を工夫し、週単位で見直したことで、集中して遊べる環境を作ることができました。環境だけでなく、言

葉掛けも工夫しながら保育を進めています。引き続き、子どもの姿に合わせて、主体性を大切にした保育に取り組んでまいります。 

また、着脱時等の環境面についても検討を重ねてきました。会議で検討し、保健・栄養・作業職等の各専門職の意見も交えながら、職員が同じ視点に立ち、環

境を整えています。着脱やおむつ替えは、生活習慣の自立や清潔保持だけではなく、保育者と信頼関係を築く大切な時間です。プライバシー保護への配慮や子

どもの自立への意欲、丁寧な言葉掛けの３点を軸に、動線を確保しながら衛生管理マニュアルに沿って実施し、待機中の子どもへの配慮も行うことで、個々の

ペースを尊重した環境構成を引き続き検討していきます。 

 


